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　永楽園に入所されている安達仁斎さんが、３月１９

日に満１００歳を迎えられました。

　森園長からはお祝いの言葉と共に、町からの長寿記

念品として羽毛布団が安達さんに手渡され、贈呈後に

は記念写真の撮影など、職員と永楽園利用者の皆さん

で１００歳のご長寿をお祝いしました。

　４月１４日、北竜町との間で認知症に関する協定を

締結しているエーザイ株式会社（東京）から、北竜町

新型コロナウイルス対策本部に除菌抗菌スプレーやマ

スクなどの支援物資が寄贈されました。

　また、株式会社アリヤス設計コンサルタント（札幌）

からは消毒薬が、町内の小中学校には株式会社ニトリ

（札幌）からマスクと、株式会社石屋製菓（札幌）か

らお菓子が寄贈されています。

　温かいお心遣い、ありがとうございました。

祝１００歳 安達仁斎さん

長寿のお祝いに記念品贈呈

新型コロナウイルス感染症

対策本部に支援物資の寄贈

国民年金保険料は
　　前納支払いがお得です!!

　令和２年度の国民年金保険料は、１ヶ月１６，５４０円です。

この保険料をまとめて現金払いする事により割引があります。また、口座振替の場合は、当月分を

その月の末日までに支払う【早割】や６ヵ月・１年・２年前納などの割引制度があります。

● 問い合わせ先　役場住民課戸籍年金係　℡３４－２１１１
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　「太陽を味方につけたまち」として、北竜町では住宅に太陽光発電システムを設置する場合、

その費用の一部を助成する制度があります。

※今年から国の制度改定に合わせて対象設備の上限を５０ｋｗに変更しました。

○申込方法

　交付要綱（役場建設課にあります。町の

ホームページでも入手できます）をご覧に

なり、必要書類を役場建設課に提出願います。

○補助金額

　１ｋｗ当たり７万円（上限２１万円）

○申込期間（令和２年度）

　令和２年５月７日から１２月２１日まで

※町のホームページにて、町内での過去の発電実績を公表していますので是非ご覧ください。

問い合わせ先：役場建設課建築住宅係　℡３４－２１１１

北竜町住宅用

 太陽光発電システム設置補助金の
   令和２年度分の受付を開始します

サークル名

代表者：山田 智恵子 さん

「歌謡舞踊永和会」

■平成元年設立 ■会員数　女性６名

北
竜
町
の

文
化
サ
ー
ク
ル
を
ご
紹
介

第
六
回

●活動の内容

　毎年、町民文化祭・敬老会などで舞台

に上がり舞踊を披露しています。

　平成元年の設立以来、３０年の長きに

渡りご教授いただいていた先生がご高齢

となり、また車の免許証を返納されたこ

ともあり、現在は先生が不在での活動と

なっていますが、以前出演した町民文化

祭などのＤＶＤから曲を選び練習を続け

ています。

●代表者から一言

　冬期間は練習を休んでおり、今年に入

ってからは新型コロナウイルスの蔓延で

公民館が休館になり、何時から練習が再

開できるか心配でしたが、４月より公民

館を借りれるようになり安心しました。
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議会広報委員会Ｎｏ．３４７

　

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
は
３

月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
13
日
に
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

12
月
13
日
（
金
）

■
調
査
事
項　

ひ
ま
わ
り
油
の
今

後
と
現
状
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

一
貫
し
た
方
向
性

の
中
で
次
年
度
以
降
も
継
続
で
き

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

■
調
査
期
日　

１
月
16
日
（
木
）

■
調
査
事
項　

町
道
及
び
公
共
施

設
等
の
除
排
雪
等
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

ま
ち
づ
く
り
等
調
査
特
別
委
員
会

■
令
和
元
年
度
に
行
っ
た
調
査
結

果
に
つ
い
て
の
中
間
報
告

○
議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分

の
報
告
に
つ
い
て
〔
空
知
教
育
セ

ン
タ
ー
組
合
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て
〕

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
山
本 

剛
嗣 

氏
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
佐
光
　
勉
　
氏
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
藤
谷 

隆
紀 

氏
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
近
江 

博
信 

氏
）

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て
（
本
多 

一
志 

氏
）

○
町
有
財
産
の
譲
渡
に
つ
い
て

○
北
竜
町
新
規
就
農
者
誘
致
特
別

措
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
予
算
か
ら
７
４
，
４
０
８

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
４
，

１
４
８
，
１
４
１
千
円
と
す
る
補

正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
６
，
７
６
５
千

円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
３
０
２
，

２
８
６
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
２
８
３
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
１
３
，

８
８
４
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
北
竜
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
３
４
，
６
４
５

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
２

８
３
，
２
２
６
千
円
と
す
る
補
正

予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
１
，
７
８
６
千

円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
１
１
２
，

４
１
８
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
２
，
４
９
５
千

円
を
減
額
し
、予
算
総
額
を
１
１
２
，

４
１
８
千
円
と
す
る
補
正
予
算

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
か
ら
３
，
９
５
２
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を
１
７

７
，
２
５
１
千
円
と
す
る
補
正
予

算予
算
審
査
特
別
委
員
会

■
調
査
期
日　

３
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

～
13
日
（
金
）

■
審
査
事
件　

令
和
２
年
度
会
計

予
算
（
８
会
計
）、
北
竜
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略（
令

和
２
年
度
～
令
和
６
年
度
）　

外

■
審
査
結
果　

口
頭
に
よ
る
意
見

４
件
を
付
与
し
、
原
案
通
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
す
る
。

○
北
竜
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
（
令
和
２
年
度
～

令
和
６
年
度
）

○
北
竜
町
内
の
地
域
自
治
制
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

委
員
会
報
告

報
告

原
案
可
決

委
員
会
報
告

原
案
可
決

同
意
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一
部
改
正
に
つ
い
て

○
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
生
活
支
援
・
生
き
が
い

対
策
事
業
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

○
北
竜
町
立
や
わ
ら
保
育
園
設
置

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
農
村
公
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
北
竜
町
定
住
促
進
奨
励
金
等
の

交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
北
竜
町
商
工
業
元
気
支
援
応
援

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
（
北
竜
町
碧
水
地
域

支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
）

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
北
竜
町
玄
米

ば
ら
調
製
集
出
荷
施
設
）

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
北
竜
町
観
光

施
設
）

○
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
（
北
竜
町
社
会

体
育
施
設
）

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
，
４
１
５
，
０
０

０
千
円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
２
５
，
９
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
１
０
１
，
３
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
８
，
２
０
０
千
円

と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
３
２
２
，
５
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て

・
予
算
総
額
４
６
６
，
１
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
１
０
６
，
２
０
０
千

円
と
す
る
。

○
令
和
２
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

会
計
予
算
に
つ
い
て

・
予
算
総
額
１
９
９
，
７
６
９
千

円
と
す
る
。

○
令
和
元
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

・
既
定
予
算
に
３
，
２
７
０
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
，
１

５
１
，
４
１
１
千
円
と
す
る
補
正

予
算
。

次
の
決
議
を
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

○
「
民
族
共
生
の
未
来
を
切
り
開

く
」
決
議

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
「
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
制

度
の
拡
充
」
を
求
め
る
意
見
書

追
加
議
案

意
見
書
提
出

決
議

　

３
月
10
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
は
、
３
名
の
議
員
か
ら
３
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
井
議
員

人
口
問
題
の
対
応
と

取
り
巻
く
諸
問
題
に
つ
い
て

藤
井
議
員

　

平
成
27
年
度
の
地
方
創
生
協
議

会
に
お
い
て
策
定
し
た
北
竜
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
平
成
32
年
に

は
１
，
９
５
５
人
、
平
成
72
年
に

は
１
，
０
４
４
人
の
人
口
予
想
で

あ
っ
た
が
、
今
年
１
月
現
在
は
１
，

８
０
０
人
を
下
回
り
約
１
６
０
人

の
差
が
出
て
い
る
。
人
口
減
少
に
つ

い
て
は
未
来
の
北
竜
町
そ
し
て
全

産
業
の
死
活
に
も
か
か
わ
る
問
題

で
あ
る
の
で
、
こ
の
２
年
間
の
取

り
組
み
や
そ
の
効
果
を
伺
い
た
い
。

 

ま
た
、
北
竜
か
ら
滝
川
間
の
バ
ス

の
減
便
が
あ
り
、
今
後
も
交
通
機

関
の
弱
体
化
・
人
口
減
少
に
よ
る

公
共
料
金
の
高
騰
な
ど
が
予
想
さ

れ
、
定
住
促
進
を
進
め
る
う
え
で

大
き
な
ハ
ン
デ
に
な
る
と
考
え
る

が
、
理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

人
口
減
少
問
題
は
最
重
要
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
移
住

定
住
・
子
育
て
支
援
・
中
古
住
宅

提
供
等
に
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た

と
考
え
る
が
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
現
状
で
あ
る
た
め
、
国

に
よ
る
抜
本
的
な
課
題
解
決
を
求

め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
バ
ス
の
減
便
に
つ
い
て

は
、
運
転
手
確
保
が
困
難
で
あ
る

こ
と
や
乗
客
数
の
減
少
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
に
は
北

竜
か
ら
滝
川
間
の
バ
ス
の
廃
止
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
策
定

す
る
「
北
竜
町
地
域
公
共
交
通
計
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画
」
の
中
で
町
民
の
公
共
交
通
や

生
活
路
線
バ
ス
の
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
上
下
水
道
・
浄
化
槽
使

用
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は
現
時

点
で
予
定
し
て
い
な
い
が
、今
後
、

長
期
的
な
施
設
維
持
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

藤
井
議
員

　

一
般
企
業
で
は
目
標
設
定
を

し
、
そ
れ
に
向
け
進
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
目
標
を
掲

げ
て
取
り
組
み
、
検
討
を
行
っ
て

き
た
の
か
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

令
和
２
年
度
か
ら
の
総
合
戦
略

で
設
定
し
て
い
る
目
標
に
向
け
、

人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
人
口
減
少
の
要
因
と
し

て
は
町
内
に
労
働
先
が
な
い
こ
と

が
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
現
状
を
減
ら
さ
な
い
よ
う

農
業
担
い
手
対
策
に
力
を
入
れ
、

果
菜
類
を
中
心
と
し
た
新
規
就
農

や
法
人
の
構
成
員
と
し
て
の
雇
用

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
ご
理
解

を
頂
き
た
い
。

藤
井
議
員

　

広
域
で
の
医
療
や
交
通
に
対
す

る
検
討
も
必
要
で
は
あ
る
が
、
町

と
し
て
他
に
負
け
な
い
よ
う
な
対

策
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行

っ
て
は
い
る
が
、
町
民
の
意
見
を

広
く
聴
取
す
る
場
を
設
け
、
住
み

や
す
い
町
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
頂
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

雪
の
多
さ
や
交
通
手
段
の
確
保

が
原
因
で
近
年
は
転
出
者
が
増
え

て
い
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
今

任
期
で
は
冬
の
厳
し
さ
を
強
い
ら

れ
な
い
生
活
が
出
来
る
よ
う
な
施

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
農
業
や
ひ

ま
わ
り
を
通
し
て
関
係
人
口
の
交

流
を
増
や
し
、
町
の
発
展
を
進
め

て
い
き
た
い
の
で
ご
理
解
を
頂
き

た
い
。

松
永
議
員

令
和
２
年
度
の
重
要
政
策

の
対
応
に
つ
い
て

松
永
議
員

　

町
長
選
出
馬
時
に
公
約
と
し
て

表
明
さ
れ
て
い
た
重
要
課
題
、
ひ

ま
わ
り
の
観
光
振
興
と
公
共
交
通

体
制
の
強
化
の
２
点
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か

理
事
者
の
方
針
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
観
光
振
興
に
つ
い

て
は
、
例
年
通
り
の
維
持
管
理
、

運
営
に
対
す
る
経
費
を
予
算
計
上

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
策
定
中

の
「
ひ
ま
わ
り
の
里
基
本
計
画
」

に
つ
い
て
は
、
策
定
委
員
会
が
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
延

期
と
な
っ
て
い
る
が
、４
月
以
降
、

策
定
委
員
会
か
ら
最
終
報
告
を
受

け
次
第
、
内
部
で
精
査
を
行
い
、

取
り
組
む
内
容
を
議
員
も
含
め
町

民
へ
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
得

た
上
で
進
め
て
い
き
た
い
。
そ
の

中
で
、
現
在
ま
で
入
場
料
や
駐
車

料
金
は
無
料
だ
が
、
今
後
、
財
政

的
に
運
営
が
厳
し
く
な
れ
ば
徴
収

も
検
討
し
て
い
く
。
年
間
を
通
じ

て
里
に
人
を
呼
ぶ
為
に
は
、
新
展

望
台
は
必
要
だ
と
個
人
的
に
考
え

て
い
る
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、

現
状
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
利
便
性
が
悪
い
と
の
指

摘
が
あ
り
、
担
当
に
検
討
さ
せ
て

い
る
。
ま
た
、
中
央
バ
ス
か
ら
高

速
バ
ス
や
路
線
バ
ス
の
減
便
・
廃

止
を
示
さ
れ
て
お
り
、
関
係
す
る

近
隣
の
町
と
も
連
携
し
対
応
を
検

討
し
た
い
。
加
え
て
、
全
世
帯
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
も
踏
ま
え
、
本
町
に
適
し
た

交
通
体
系
の
構
築
に
努
め
た
い
。

松
永
議
員

　

町
民
に
理
解
を
求
め
る
と
言
っ

た
が
、
町
長
の
考
え
を
押
し
付
け

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。

　

ひ
ま
わ
り
に
よ
っ
て
地
場
産
品

が
恩
恵
を
受
け
て
い
の
は
事
実
で

あ
る
が
、
そ
の
こ
と
だ
け
に
予
算

を
掛
け
過
ぎ
ず
、
町
内
の
環
境
整

備
等
の
充
実
を
図
っ
た
方
が
町
民

に
と
っ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
高
齢
者
の
足
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
現
状
を
踏
ま
え
、
利
便

性
の
高
い
も
の
に
し
て
頂
き
た

い
。

佐
野
町
長

　

策
定
委
員
会
か
ら
建
設
費
な
ど

の
経
費
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
財
政
面
で
の
内
容
を
精
査
す

る
と
共
に
、
都
度
、
町
民
か
ら
の

意
見
も
聴
取
し
、
反
映
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
る
。
基
本
は
、
よ
り

多
く
の
観
光
客
に
来
て
も
ら
い
、

町
の
活
性
化
に
繋
げ
る
事
だ
と
考

え
て
い
る
。
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中
村
議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
と
対
策
に
つ
い
て

中
村
議
員

　

昨
年
末
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
多
く
の
感
染
者
が
発

生
し
て
い
る
。
２
月
28
日
北
海
道

知
事
に
よ
る
「
緊
急
事
態
宣
言
」

が
出
さ
れ
、
小
・
中
学
校
の
休
校
、

不
要
不
急
の
外
出
自
粛
な
ど
蔓
延

を
食
い
止
め
る
べ
く
、
取
組
み
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
本
町
に
お
い

て
も
、
各
種
会
合
・
会
議
の
延
期

や
中
止
が
さ
れ
て
い
る
。
特
に
高

齢
者
の
行
事
の
中
止
等
に
よ
り
、

精
神
的
・
体
力
的
な
不
安
感
が
高

ま
る
と
考
え
る
が
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
各
団
体
等
の
会
合
の
中

止
に
よ
り
、
北
竜
温
泉
を
初
め
と

す
る
町
内
飲
食
業
者
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
る
。
国
か
ら
の
具
体
策
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い

て
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
か
伺

い
た
い
。

佐
野
町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

は
令
和
２
年
２
月
１
日
に
指
定
感

染
症
と
な
り
ま
し
た
。
感
染
経
路

の
特
徴
と
し
て
は
、
小
規
模
な
患

者
の
集
団
（
ク
ラ
ス
タ
ー
）
が
次

の
集
団
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ
り
、

こ
の
防
止
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
感
染
症

拡
大
の
防
止
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
運
動
教
室
の
中
止
を
決
定
し
、

防
災
行
政
無
線
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

町
内
会
配
布
チ
ラ
シ
に
よ
り
必
要

な
情
報
の
提
供
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
施
設
、
各
種
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
関
係
機
関
担

当
者
と
も
連
携
を
密
に
し
て
感
染

予
防
対
策
の
徹
底
を
周
知
す
る
と

と
も
に
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

対
応
を
行
っ
て
い
く
。
今
後
の
状

況
を
見
極
め
、
長
期
化
す
る
場
合

に
は
高
齢
者
の
方
の
身
体
機
能
低

下
を
予
防
す
る
た
め
自
宅
で
取
り

組
め
る
こ
と
な
ど
を
チ
ラ
シ
・
民

生
委
員
と
も
連
携
し
、
電
話
相
談

も
含
め
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

外
出
自
粛
や
会
議
・
会
合
の
中

止
に
よ
る
影
響
は
、「
緊
急
事
態

宣
言
」
以
降
北
竜
温
泉
で
も
キ
ャ

ン
セ
ル
が
相
次
い
で
お
り
、
一
般

商
店
で
は
来
客
数
の
大
幅
減
少
、

特
に
料
飲
店
で
は
３
月
の
予
約
は

ほ
と
ん
ど
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
い

る
。
今
後
、
色
々
な
分
野
で
影
響

が
出
て
く
る
も
の
と
思
う
が
、
国

や
道
の
支
援
策
を
見
極
め
、
北
竜

町
と
し
て
の
経
済
支
援
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

中
村
議
員

　

す
で
に
対
策
を
講
じ
て
い
る
と

思
う
が
、
休
校
に
よ
る
子
ど
も
達

へ
の
更
な
る
ケ
ア
を
願
い
た
い
。

ま
た
、
高
齢
者
で
特
に
一
人
暮
ら

し
の
方
で
外
部
と
う
ま
く
連
絡
を

取
る
こ
と
の
出
来
な
い
方
へ
も
小

ま
め
な
対
応
を
願
い
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
し

て
は
、
連
日
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な

ど
で
手
洗
い
の
励
行
な
ど
の
予
防

策
に
つ
い
て
報
じ
ら
れ
て
い
る

が
、
感
染
者
数
の
増
加
な
ど
の
情

報
が
ほ
と
ん
ど
で
、不
安
や
恐
れ
、

絶
望
感
を
煽
る
雰
囲
気
が
あ
る
と

感
じ
る
。

　

気
分
が
滅
入
っ
て
し
ま
う
と
免

疫
力
が
低
下
し
、
様
々
な
感
染
症

に
感
染
し
や
す
く
な
る
た
め
、
気

分
を
明
る
く
し
、
免
疫
力
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

マ
ス
ク
が
不
足
し
て
１
ヶ
月
以

上
が
経
ち
、
ま
だ
ま
だ
店
頭
に

は
並
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
り
、

徐
々
に
備
蓄
も
必
要
で
あ
る
と
感

じ
た
。
町
に
お
い
て
も
、
多
少
の

備
蓄
は
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
当
に

困
っ
て
い
る
人
に
配
布
で
き
る
準

備
が
必
要
と
考
え
る
。

　

今
後
は
、
国
や
道
の
動
向
・
指

針
も
あ
る
が
、
様
々
な
対
策
が
必

要
で
あ
り
、
心
身
共
に
健
康
を
維

持
で
き
る
よ
う
進
め
て
頂
き
た

い
。
ま
た
、
ウ
ィ
ル
ス
に
効
果
が

あ
る
と
い
う
様
々
な
詐
欺
商
法
も

あ
る
の
で
併
せ
て
注
意
を
促
し
て

頂
き
た
い
。

　

料
飲
店
へ
の
一
番
の
対
策
は
利

用
す
る
こ
と
で
あ
り
、
終
息
宣
言

が
い
つ
出
さ
れ
る
の
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
町
民
の
た
め
に
な
る

施
策
を
願
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

２
月
25
日
に
対
策
本
部
を
設
置

し
た
。
そ
の
後
、
道
の
対
策
会
議

に
出
席
し
た
際
に
知
事
か
ら
対
策

が
提
示
さ
れ
た
。
今
で
き
る
こ
と

を
何
で
も
し
た
い
と
い
う
決
意
の

下
、
全
道
各
地
の
首
長
も
理
解
を

示
し
賛
同
し
て
い
る
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
地
震
、
大
停
電

を
上
回
る
緊
急
事
態
で
あ
り
、
行

政
一
体
と
な
っ
て
「
試
さ
れ
る
大

地
北
海
道
」
で
、
北
海
道
か
ら
終

息
が
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

浦
臼
町
で
は
、
過
去
に
備
蓄
し
た

マ
ス
ク
を
町
民
一
人
当
た
り
十
枚

ず
つ
配
布
し
て
お
り
、
本
町
に
お

い
て
も
マ
ス
ク
・
消
毒
液
な
ど
の

対
応
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い

き
た
い
。

　

商
店
・
料
飲
店
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
長
か
ら
も
支
援
要
請
を
受

け
て
お
り
、
早
急
に
高
度
の
経
済

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

有
馬
教
育
長

　

子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
に
つ
い
て

は
、
小
・
中
学
校
と
も
終
業
式
ま

で
に
３
回
ず
つ
分
散
登
校
を
予
定

し
て
い
る
。
先
生
か
ら
直
接
通
知

表
の
配
布
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
宿

題
の
確
認
が
目
的
で
あ
る
。
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令和２年第１回定例会（会期：３月１０日～１３日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

専決処分の承認を求めることについて
〔空知教育センター組合議員の選挙について〕

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町表彰条例に基づく表彰について（５名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

町有財産の譲渡について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町新規就農者誘致特別措置条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町一般会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業特別会計補正予算（第４号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和元年度北竜町一般会計補正予算（第６号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
１件

質疑
０件

質疑
０件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

予算審査特別委員会　　（３月１２日～１３日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 中村 尾崎 北島 小松 小坂 松永 藤井 佐々木

北竜町まち・ひと・しごと創生総合戦略（令和２年度～令和６年度）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町内の地域自治制に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

町長、副町長、教育長の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

職員の給与に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

非常勤職員の報酬及び費用弁償支給に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町生活支援・生きがい対策事業条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町立やわら保育園設置条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町農村公園の設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町商工業元気支援応援条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（北竜町碧水地域支え合いセンター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（北竜町玄米ばら調製集出荷施設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（北竜町観光施設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（北竜町社会体育施設） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

次ページに続く
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延

が
止
ま
な
い
、
ま
さ
に
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
だ
。

　

人
々
は
感
染
症
に
苦
し
み
、
生

活
、
経
済
活
動
に
も
大
き
な
影

を
落
と
し
て
い
る
。

　

国
、
地
方
自
治
体
は
対
応
策

に
躍
起
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、

報
道
で
は
感
染
者
数
の
動
向
と

経
済
対
策
が
主
で
、
根
本
の
治

療
薬
・
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
な
ど

の
進
展
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
の

が
残
念
だ
。

　

今
後
の
動
向
は
予
想
が
つ
か

な
い
が
、
暫
く
は
続
く
よ
う
な
気

が
す
る
。
自
ら
感
染
予
防
、
生

活
防
衛
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

感
染
症
の
一
つ
、
風
邪
、
は
し
か
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
小
坂
一
行
）

予算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

『新規就農希望者のサポート体制の充実について』
新規就農希望者の考えと行政の考えにギャップが
あると感じる。新規就農希望者の考えをより一層
理解し、指導、助言をするようなサポート体制の
充実について検討頂きたい。

北竜町にあった形でサポート出来るよう話し合いながら、行政
と新規就農者のギャップを解消していきたい。

『災害対策用物資備蓄の充実について』
災害対策用物資を購入されるが、現状では町内避難
所へ配置されていないので、配置されるようにして
頂きたい。

今後、町内会等と数量などの相談をしながら配置していく。また、
備蓄場所の問題もあるので、企業と協定を結び、有事の際には
すぐに物資の提供を受けられるような体制を作っていきたい。

『予防接種事業について』
任意での接種ではあるが、町内の接種率が２９．８
％となっている。より一層ＰＲを行い、町民の健
康管理に努めて頂きたい。

しっかりとＰＲを行った上で、町民の健康管理により一層努め
ていきたい。

議会報告会において参加された方からの意見の質疑
２月２０日に開催された議会報告会において１８名の町民が参加され、その際に頂いた意見を質疑いたしました。

質疑内容 答弁内容

やわら保育園完成後に生じる不具合の
改善について

３／１６に手直しを行う予定。木のぬくもりを感じてもらう作
りとなっているためサンドペーパーでささくれの解消を出来る
ようにしていく。また、ふしについてはパテを塗って対応して
いく。

ひまわりの里基本計画について
最終会議を開催できていない状況であるが、喫緊に会議を開催
した後、町民や議会への説明を行いながら進めていきたい。

令和２年度北竜町立診療所事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町農業集落排水事業及び個別排水処理事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和２年度北竜町簡易水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

決算委員会における質疑の件数
質疑
４件

質疑
２件

質疑
13 件

質疑
５件

質疑
５件

質疑
４件

－
質疑
４件
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今
月
の
行
政
相
談

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
４
月
よ
り
中
止
し

て
お
り
ま
す
定
例
行
政
相
談
に
つ

い
て
、
今
後
も
感
染
拡
大
が
憂
慮

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
５
月
の
定
例

行
政
相
談
に
つ
い
て
も
中
止
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

な
お
６
月
以
降
再
開
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
が
、
電
話
・
手
紙
で

の
相
談
に
つ
い
て
は
い
つ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

5/3
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

みなみ歯科医院
℡ 0125-24-3734

5/4
（月）

深川市立病院
℡ 22-1101

船山歯科医院
℡ 23-2255

5/5
（火）

深川市立病院
℡ 22-1101

塚本歯科医院
℡ 0125-23-2508

5/6
（水）

深川市立病院
℡ 22-1101

定岡歯科委員
℡ 32-4118

5/10
（日）

深川市立病院
(担当医・児島医院
 院長 児島 俊一）

℡ 22-1101

幡歯科医院
℡ 0125-52-3348

5/17
（日）

深川市立病院
(担当医・みきた整形外科ク
リニック 院長 三木田 光）

℡ 22-1101

木村きよし歯科
℡ 23-3886

5/24
（日）

深川市立病院
(担当医 代田 剛）

℡ 22-1101

扇町歯科医院
℡ 0125-24-3300

5/31
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

深川第一病院歯科口腔外科
℡ 23-3511

休 日 当 番 医

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

ちびっこひろば
○日  時　５月15日（金）10:00～11:30

　場  所　子育て支援センター室

　内  容　ほっぷすてっぷじゃんぷ

○日  時　５月28日（木）10:00～11:30

　場  所　子育て支援センター室

　内  容　講話「トイレットトレーニング・
　　　　　　　　しつけ」

ピカピカキッズ
○日  時　５月22日（金）10:00～11:30

　場  所　やわら保育園ホール

　内  容　キッズエアロビクス

北竜町地域子育て支援センター

℡ ３４ー８８０２

人
権
擁
護
委
員
の

再
任
に
つ
い
て

　

西
川
町
内
会 

澤
田
正
人
さ
ん

が
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
（
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法

務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵

害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
現
在
町
内
の
人
権
擁
護
委

員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

■
西　

川　
　

澤
田 

正
人 

氏

■
碧　

水　
　

瀨
戸 

照
代 

氏

■
和
本
町　
　

藤
井 

光
子 

氏

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日(

月)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
者

　

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　

辻
委
員
・
竹
内
委
員

　

人
権
擁
護
委
員

　
　

担
当
人
権
擁
護
委
員

障
が
い
者
相
談
員
の

お
知
ら
せ

　

障
が
い
を
持
つ
方
々
の
様
々
な

相
談
に
応
じ
、
よ
り
豊
か
な
生
活

へ
の
援
助
を
行
う
た
め
に
各
市
町

村
に
障
が
い
者
相
談
員
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

北
竜
町
の
相
談
員

■
身
体
障
が
い
者
相
談
員

　
　

山
下 

好
晴 

氏
（
三
谷
）

■
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　
　

辻 

正
昭 

氏
（
美
葉
牛
）
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八
丁
目
頭
首
工
の

改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す

雨
竜
川
（
筑
紫
橋
下
流
約
５
０
０

ｍ
）
に
新
た
に
八
丁
目
頭
首
工
を

建
設
す
る
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
、
工
事
箇
所
周
辺

の
道
路
（
雨
竜
川
左
右
岸
の
築
堤

道
路
等
）
を
工
事
用
道
路
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
と
な
り
、
周
辺
住

民
の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
交
通
規
制
等
、
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
今
後
、
広
報
誌

を
通
じ
て
随
時
、
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設
部

深
川
農
業
事
務
所
第
３
工
事
課

（
藤
井
、
古
川
、
竹
内
）

℡
２
２
・
４
１
５
１

　

北
海
道
開
発
局
札
幌
開
発
建
設

部
に
よ
り
、
今
年
６
月
か
ら
令
和

８
年
度
ま
で
の
７
年
間
の
予
定
で

５月の保健行事
健康相談

 29日(金) 10:00～11:00
　　　　  すこやかセンター

  　　　  13:30～14:30
　　　　  碧水地域支え合いセンター

※変更になる場合がありますので、
　防災無線等でご確認ください

筑紫橋
北竜町

秩父別町

雨竜川

改修前頭首工位置

改修後頭首工位置

生
ご
み
の

出
し
方
に
つ
い
て

　

町
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
分
別
が
し
っ
か
り
な
さ
れ

て
い
な
い
生
ご
み
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
生
ご
み
を
出
す
際
は
次
の

点
に
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
ご
み
を
出
す
際
は
必
ず
指
定

有
料
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
ま
し

ょ
う
。

・
食
用
油
に
つ
い
て
は
、
市
販
の

凝
固
剤
で
固
め
て
か
ら
指
定
袋
に

入
れ
て
出
す
か
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
入
れ
た
う
え
で
指
定
袋
に
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
（
残
飯
等
が

入
っ
た
袋
と
油
が
入
っ
た
袋
は
別

に
し
ま
し
ょ
う
）。

・
紙
等
に
吸
わ
せ
て
出
す
場
合
は

可
燃
ご
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
留

意
下
さ
い
。

　

そ
の
他
の
ご
み
に
つ
い
て
も
資

源
ご
み
以
外
は
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
分

別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み
が
搬
出
さ

れ
て
い
る
現
場
を
目
撃
さ
れ
た
場

合
は
役
場
住
民
課
町
民
生
活
係

（
℡
３
４
・
２
１
１
１
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ひ
ま
わ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

年
会
費
受
付

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
季
節
が
到
来

し
ま
し
た
。
シ
ー
ズ
ン
中
に
プ
レ

ー
を
た
く
さ
ん
楽
し
む
方
に
は
、

お
得
な
年
会
員
登
録
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

お
申
込
み
受
付
は
、
ひ
ま
わ
り

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
棟(

℡

３
４
・
３
６
０
０)

で
行
っ
て
お
り

ま
す
。尚
、証
明
写
真
は
不
要
で
す
。

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
使
用
料
金

　

(

中
学
生
以
下
は
す
べ
て
半
額)

　

年
会
員
券　

１
２
，
０
０
０
円

　

大
人
１
日
券　
　
　

４
０
０
円

　

用
具
貸
出
料(

１
セ
ッ
ト)　

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
円

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

深
川
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
に
つ
い
て
専
門
の
医
師
に
よ

る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前

予
約
が
必
要
と
な
り
、
相
談
日
の

３
日
前
午
前
中
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
内
容

　

こ
こ
ろ
の
相
談
、
思
春
期
相
談

相
談
日

■
令
和
２
年

５
月
14
日(

木)

、
６
月
19
日(
金)

、

８
月
20
日(

木)

、
９
月
18
日(
金)
、

11
月
19
日(

木)

、
12
月
18
日(

金)

■
平
成
３
年

２
月
18
日(

木)

、
３
月
19
日(

金)

相
談
時
間

　

５
、
８
、
11
、
２
月
は

　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

６
、
９
、
12
、
３
月
は

　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時
30
分

場
所　

深
川
保
健
所

問
い
合
わ
せ
先

深
川
保
健
所

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

℡
２
２
・
１
４
２
１

笑
顔
の
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

毎
週
月
曜
・
水
曜
・
金
曜
日（
祝
・

祭
日
等
除
く
）
の
午
前
10
時
～
正

午
ま
で
、
商
業
活
性
化
施
設
内
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
等
に
て
、

笑
顔
の
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

グ
ル
ー
プ
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、
相

談
・
会
話
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
等
の
支
援
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て
町
民

の
皆
様
に
自
由
に
ご
利
用
頂
け
ま

す
の
で
、是
非
、お
立
ち
寄
下
さ
い
。
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■
春
の
地
域
交
通
安
全
運
動

○
運
動
期
間

　

５
月
11
日
（
月
）
～
20
日
（
水
）

○
運
動
重
点

・
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
買
い
物
等
の

日
常
活
動
の
中
で
で
き
る
「
な
が

ら
見
守
り
」
に
ご
協
力
下
さ
い
。

ま
た
、
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
の
防
犯

グ
ッ
ズ
を
持
た
せ
ま
し
ょ
う
。

・
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
い
た

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し

な
が
ら
の
「
な
が
ら
歩
き
」
は
周

囲
の
状
況
が
わ
か
り
に
く
く
な
る

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
思

っ
て
い
る
人
ほ
ど
危
険
で
す
。「
自

分
も
だ
ま
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
い
う
心
構
え
で
、
詐
欺
の

電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
落
ち
着
い

て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

み
ん
な
で
築
こ
う

安
全
で
安
心
な
大
地

北竜町の事件・事故の発生状況（３月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数 町民が町外で
第１当事者となった
人身事故件数空き巣

忍び
込み

車上
狙い

暴行 その他 合計

2020年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

2019年 １ １ ３ ２ ０ ７

人 身 事 故 物 損 事 故

2020年 ０ 2020年 12

2019年 １ 2019年 59

2020年 ０

2019年 ４

自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
限
は
６
月
１
日
で
す

　

自
動
車
税
種
別
割
（
※
）
は
４

月
１
日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て

課
税
さ
れ
、
納
税
通
知
書
が
５
月

７
日
に
発
送
さ
れ
ま
す
。
使
用
し

な
い
自
動
車
は
登
録
を
抹
消
し
て

く
だ
さ
い
。（
※
令
和
元
年
10
月

１
日
よ
り
「
自
動
車
税
」
は
「
自

動
車
税
種
別
割
」
に
名
称
変
更
さ

れ
て
い
ま
す
）

次
の
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

●
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

●
自
動
車
を
廃
車
に
し
た
と
き

　

各
種
登
録
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://wwwtb.mlit.go.jp/

hokkaido/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
、
深
川
道
税
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き

②
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
一

括
納
付
が
困
難
な
と
き

問
い
合
わ
せ
先

　

深
川
道
税
事
務
所

　

℡
２
３
・
３
５
７
８

令
和
２
年
度
調
理
師
試
験

令
和
２
年
度
調
理
師
試
験
が
次
の

通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

試
験
期
日　

８
月
25
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

試
験
地  

滝
川
市

願
書
受
付
期
間

　

５
月
11
日(

月)

～
22
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
５
月
22
日
ま
で

の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
付

け
ま
す
。

受
験
資
格

　

令
和
２
年
５
月
22
日
ま
で
に
２

年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た

方
（
詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
）。

提
出
書
類

・
調
理
師
試
験
受
験
願
書

・
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

・
調
理
師
試
験
入
力
通
知
書

受
験
手
数
料　

６
，
９
０
０
円

　
　
　
　
　

(

北
海
道
収
入
証
紙)

合
格
発
表
　
10
月
15
日(

木)

願
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先

　

深
川
保
健
所

　

℡
２
２
・
１
４
２
１

　

４
月
１
日
付
け
で
北
竜
消
防

団
幹
部
が
新
体
制
と
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
団
本
部

　

団　

長　
　

加
藤　

宰

　

副
団
長　
　

中
山
成
幸

○
第
1
分
団

　

分
団
長　
　

續
木
裕
己

　

副
分
団
長　

藤
井
明
紀

　

部
長　
　
　

五
十
嵐
雅
弘

　

〃　
　
　
　

髙
橋
孝
行

　

班
長　
　
　

佐
藤
綾
人

　

〃　
　
　
　

吉
田　

巧

　

〃　
　
　
　

沖
野　

学

　

〃　
　
　
　

松
本
和
宏

○
第
２
分
団

　

分
団
長　
　

鵜
飼
孝
志

　

副
分
団
長　

山
本
光
也
【
新
】

　

部
長　
　
　

北
清
直
人
【
新
】

　

〃　
　
　
　

岩
倉
祥
隆
【
新
】

　

班
長　
　
　

加
葉
田
研

　

〃　
　
　
　

干
場　

守

　

〃　
　
　
　

鈴
木
公
洋
【
新
】

　

〃　
　
　
　

江
田　

正
【
新
】

  

令
和
２
年
度

  

　
北
竜
消
防
団
新
体
制



13 令和２年５月号

 畜犬登録と
　　 狂犬病予防注射

　生後９１日以上の犬を所有されている方は、畜犬登録が必要です。また、狂犬病予防注射を毎

年１回受けなければなりません。町では、本年度も下表のとおり狂犬病予防注射の集合接種を実

施しますので、最寄りの会場で予防注射をお受けください。

　なお未登録の犬を所有されている方は、住民課窓口で事前に登録申請するか、予防注射の会場

で申し出てください。

※死亡した犬がいる場合についてもご連絡ください。

月日 時間 場所

5月
12日
（火）

9:30～9:40 美葉牛研修センター前

9:50～10:00 岩村コミセン前

10:05～10:15 古作会館前

10:25～10:35 ひまわり青年会館前

10:40～10:45 西川コミセン前

10:55～11:05 板谷コミセン前

11:10～11:15 宮井敏光宅前

月日 時間 場所

5月
12日
（火）

11:15～11:20 川瀬崇宅前

11:25～11:35 老人憩いの家前

11:40～11:50 和コミセン前

13:00～13:05 田中扶宅前

13:10～13:15 三谷コミセン前

13:20～13:25 旧瑞穂会館前

13:30～13:40 農村環境改善センター前

■登録料　１頭　３，０００円

問い合わせ先：役場住民課町民生活係　℡３４－２１１１

■予防注射料（注射済票含む）１頭　３，２４０円

レ
コ
ー
ド
の
針
も
跳
び
そ
う
入
学
児
　 

　
　 

山
本
玲
子

春
霞
ふ
わ
り
と
泡
の
カ
プ
チ
ー
ノ
　
　 

　
　 

阿
部
れ
い
子

種
選
こ
こ
か
ら
あ
の
手
こ
の
手
か
な
　 

　
　 

吉
尾
広
子

松
の
枝
起
き
て
雪
解
の
匂
う
空
　
　 

　
　
　 

山
岸
正
俊

背
景
に
桜
写
し
て
婚
記
念
　
　
　
　 

　
　
　 

山
下
好
晴

塩
若
布
ひ
た
し
ふ
く
ら
む
人
の
恩 

　
　
　
　 

佐
光
久
美
子

老
ゆ
る
ほ
ど
友
懐
か
し
き
春
の
星
　
　 

　
　 
高
田
紀
子

凍
鶴
と
共
に
飛
び
立
ち
友
逝
き
ぬ
　
　 

　
　 
中
島
雅
子

　工業統計調査は我が国の工業の実態を

明らかにすることを目的とした統計法に

基づく報告義務がある重要な統計です。

　調査結果は中小企業施策や地域振興な

どの基礎資料として利活用されます。

　調査時点は２０２０年６月１日です。

調査票へのご回答を

　　　お願いいたします。

経済産業省・北海道・北竜町

２０２０年
　工業統計調査を
　　　　　実施します
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① 請求書に、氏名などを記入してお近くの年金事務所に提出

　※これから基礎年金を請求する方は、基礎年金の請求書と一緒に提出してください。

② 審査結果の通知が日本年金機構から到着

　※年金の請求書と併せてご提出の場合、給付金の通知は年金証書送付後にお送りします。

③ お支払い月の上旬に、日本年金機構から振込通知書が到着

④ 通知書に記載のある給付額が年金に上乗せ支給

　年金生活者支援給付金は、消費税率引き上げ分を活用し、公的年金等の収入やその他の所得額

が一定基準額以下の年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

・給付金のお支払いは、原則、2カ月分を翌々月の中旬に年金と同じ受取口座に、年金とは別途

　お支払いします。例えば、4月分と 5月分を、6月中旬（年金の支払い日と同日）に振り込みます。

・原則、請求した月の翌月分からのお支払いとなりますので、速やかな請求手続きをお願いします。

●市町村から提供を受ける所得情報により、年金生活者

支援給付金の支給要件を満たしているか判定しています

ので、基本的に課税証明書等の添付は必要ありません。

※所得情報を確認できない場合など、提出をお願いする

場合もあります。

※所得に関する情報について、関係法令に基づき、申告

義務がある場合に正しく申告する必要があります。

●支給要件を満たす場合、２年目以降のお手続きは原則

不要となります。

●支給要件を満たさなくなった場合、年金生活者支援給

付金は支給されません。その際は「年金生活者支援給付

金不該当通知書」をお送りします。

【ねんきんダイヤル】
℡０５７０－０５－１１６５（ナビダイヤル）

０５０で始まる電話からおかけになる場合は
℡０３－６７００－１１６５

●給付額は、 毎年度、物価の変動による改定（物価スラ

イド改定）があります。

●給付額を改定した場合は「年金生活者支援給付金額改

定通知書」をお送りします。

●次の①～③のいずれかの事由に該当した場合、 年金生

活者支援給付金は支給されません。

①日本国内に住所がないとき

②年金が全額支給停止のとき

③刑事施設等に拘禁されているとき

※①または③の場合は必ず届出が必要となりますので、

ねんきんダイヤルまたは年金事務所にご相談ください。

●請求書の氏名などを自筆で書くことが困難な場合に

は、代理人などがご本人の氏名などをご記入いただけま

す。この場合は、ご本人の印による押印が必要となります。

✓給付金を受け取るには、年金生活者支援給付金請求書の提出が必要です。

　なお、裏面の支給要件に該当しない場合は支給されません。

■請求手続きの流れ

■添付書類は不要 ■給付額の改定

■年金生活者支援給付金が支給されない場合

■ご記入が困難な場合

郵送による提出も可能

支給決定通知が届いた場合

●留意事項

■問い合わせ先

厚生労働省年金生活者支援給付金
請求手続きのご案内



15 令和２年５月号

【問い合わせ先】　　●北海道後期高齢者医療広域連合
　　　　　　　　　　〒０６０－００６２　札幌市中央区南２条西１４丁目　国保会館６階
　　　　　　　　　　℡０１１－２９０－５６０１

　　　　　　　　　●北竜町役場住民課国保医療係　℡３４－２１１１
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ＪＡきたそらち北竜支所 

　　　永
ながみつ

満 陽
よ う こ

子 主事

ＪＡきたそらち北竜支所 

　　　鮫
さめざわ

澤 由
ゆ か り

香里 主事

ＪＡきたそらち北竜支所 

　　　松
まつもと

本 拓
た く ま

馬 書記補

北竜中学校

斉
さいとう

藤 悦
え つ こ

子 教諭

北竜中学校

田
た な か

中 佳
か づ き

月 教諭

ＪＡきたそらち北竜支所 

営農課 尾
お ざ き

崎 壮
たけし

 さん

真竜小学校

下
しもはら

原 登
と し か ず

志一 教諭

北竜中学校

鎌
か ま だ

田 由
ゆ か

香 事務職員

サンフラワーパーク北竜温泉

佐
さ と う

藤 諒
りょうすけ

佑  料理人

北竜町商工会

野
の ぐ ち

口 創
そういちろう

一郎 補助員

ＪＡきたそらち北竜支所 

　　　大
おおすみ

角 宏
ひろゆき

行 さん

真竜小学校

髙
たかはし

橋 侑
ゆ う こ

子 養護教諭

北竜中学校

竹
たけこし

越 保
まもる

 教諭

ＪＡきたそらち北竜支所 

営農課 内
うちむら

村 奈
な お

緒 主事

真竜小学校

松
まつなわ

縄 義
よしみち

道 校長

北竜中学校

寺
てらしま

嶋 つばさ 教諭

北竜消防

熊
くまがい

谷 勇
ゆ う き

希 さん

北空知信用金庫北竜支店

小
こ ま つ

松 歩
あ ゆ か

可 さん

ようこそ北竜へ
この春から北竜町で

働く事になった方々をご紹介します。
金融
共済課

金融
共済課

北竜
給油所

北竜
給油所



17 令和２年５月号

北竜町役場 住民課

高
た か の

野 光
み つ き

希 保健師

永楽園

中
なかじま

島 佳
か よ こ

代子 准看護師

北竜町役場 企画振興課

藤
ふ じ た

田 奈
な つ き

都希　 　　

やわら保育園

中
なかがわ

川 七
な な み

海 保育士

社会福祉協議会

阿
あ べ

部 匡
ま さ み

美 さん

北竜町役場 住民課

大
おおひら

平 みらい 保健師

やわら保育園

渡
わたなべ

辺 美
み く

紅 保育士

永楽園

小
こ じ ま

島 みずほ 介護員

北竜町役場 出納室

長
は せ が わ

谷川 朋
と も み

美　 　　

やわら保育園

須
す あ み

網 菜
な な こ

々子 保育士

社会福祉協議会

髙
たかはた

畑 枝
え り の

梨乃 さん

やわら保育園

庄
しょうじ

司 遥
は る な

楠 保育士

会計年度
任用職員

会計年度
任用職員

ヘルプマークをご存知ですか？
　ヘルプマークは、義足や人工関節を使用している方、内部障がいの方、発達

障がいの方、妊娠初期の方、難病の方など援助や配慮を必要としていることが

外見からはわからない方が、周囲の方に配慮を必要としていることを知らせる

ためのものです。

●ヘルプマークが必要な方は役場住民課窓口にて配布して

おります。詳しくは役場住民課福祉係（℡３４－２１１１）

までお問合せ下さい。

●ヘルプマークを持っている方を見かけたら支援・援助など

思いやりのある行動をお願いいたします。
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日
頃
よ
り
組
合
員
皆
様
方
に
は

当
土
地
改
良
区
の
運
営
全
般
に
わ

た
り
、
ご
理
解
を
賜
り
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
こ
の
度
、
近
江
前
理
事
長

が
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。
退
任
さ
れ

た
近
江
前
理
事
長
に
は
永
年
に
わ

た
り
、
土
地
改
良
区
の
運
営
と
土

地
改
良
事
業
の
推
進
に
ご
尽
力
さ

れ
た
事
に
敬
意
と
感
謝
を
致
す
次

第
で
す
。

　

去
る
２
月
19
日
の
理
事
会
に
て
、

理
事
長
職
を
拝
命
さ
れ
ま
し
た
。

も
と
よ
り
そ
の
器
で
も
な
く
誠
に

微
力
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
役

職
員
一
丸
と
な
り
適
正
な
施
設
の

　

謹
啓
、
春
暖
の
候
、
組
合
員
並

び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
益
々
の
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

春
耕
期
を
目
前
に
控
え
、
農
作
業

に
多
忙
な
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
ほ
ど
令
和
元
年
１

月
28
日
付
を
も
っ
て
北
竜
土
地
改

良
区
役
員
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

振
り
返
り
ま
す
と
平
成
14
年
よ
り

理
事
、
平
成
18
年
に
は
理
事
長
代

理
、
平
成
26
年
か
ら
は
金
山
前
理

事
長
の
後
を
引
継
ぎ
理
事
長
に
就

任
し
、
在
任
中
は
公
私
共
に
組
合

員
の
皆
様
、
町
、
農
協
を
始
め
各

関
係
機
関
の
格
別
な
る
ご
指
導
、

維
持
管
理
と
区
の
健
全
な
運
営
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
特
段
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
競
争
力
の
強
化
に

向
け
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
の
導
入
、
国
土
防
災
・
減
災

対
策
の
推
進
な
ど
農
業
を
め
ぐ
る

環
境
は
日
々
変
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
言
っ
た
中
、
今
後
も
計
画
的
、

継
続
的
に
事
業
を
推
進
し
、
促
進

費
や
積
立
金
等
の
資
金
運
用
の
活

用
で
負
担
軽
減
を
図
り
な
が
ら
組

合
員
皆
様
の
経
営
安
定
に
役
立
て

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
又
、

事
業
予
算
の
獲
得
に
も
関
係
上
部

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
全
力
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
最
後
に
組

合
員
の
皆
様
並
び
に
各
関
係
機
関

団
体
の
皆
様
の
特
段
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就

任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご
懇
情
を
賜
り
微
力
な
が
ら
土
地

改
良
区
の
事
業
推
進
、
運
営
執
行

に
専
念
さ
せ
て
頂
き
、
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
、
米

対
策
の
見
直
し
等
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
気
象
変
動
等
、
農
業
を
め

ぐ
る
情
勢
は
依
然
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ

た
情
勢
の
中
に
お
い
て
も
安
全
で

安
心
な
農
産
物
を
生
産
す
る
た
め

に
は
、
農
地
、
水
を
始
め
と
す
る

生
産
基
盤
の
整
備
は
い
つ
の
時
代

に
お
い
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
。
農
業
者
の
経
営
安
定
の
た

め
に
は
、
今
後
更
に
土
地
改
良
事

業
の
推
進
を
念
願
す
る
所
で
あ
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員

を
始
め
役
職
員
の
皆
様
の
変
わ
ら

ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
と
共
に
、

今
後
と
も
益
々
の
ご
健
康
と
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
退
任
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

北竜土地改良区
ほくりゅう

北竜土地改良区
理事長 川上 健康

北竜土地改良区
前理事長 近江 博信

 

就
任
の
ご
挨
拶

 

退
任
の
ご
挨
拶



19 令和２年５月号

　本年度の通常総会が去る３月２４日に町合同庁舎会議室おいて開催され、新型コロナウイルス感染予防対策

を鑑みて時間短縮・当日来場自粛していただき、書面議決・委任状にて対応させていただきました。議長に川

島史伸 氏、議事録記名人に道下 浩 氏、松田 力 氏をそれぞれ選任して別掲のとおり全議案が可決されました。

令和２年度通常総会で収入支出予算などを可決

議案 件名 内容 結果

第１号
北竜土地改良区 定款
の一部変更について

定款の関係条文を一部変更するもの。
原案
可決

第２号
北竜土地改良区 規約
の一部変更について

規約の関係条文を一部変更するもの。 同

第３号
北竜土地改良区 利水
調整規程(案)の策定
について

利水調整規程(案)、配水計画の策定をするもの。 同

第４号
令和２年度 積立金の
会計繰入について

同

第５号
令和元年度会計 収入
支出第２回補正予算
について

既定補正予算額より１，００５千円を減額し、第２回補正予算額を６５９，２７１千円
とするもの。

第６号
令和２年度 事業計画
について

令和２年度の事業計画を説明するもの。 同

第７号
土地改良財産の処分
並びに交換について

同

第８号
令和２年度 農林漁業
資金借入について

土地改良事業費の一部を日本政策金融公庫より借入するもの。
本年度借入額　　　１３９，０８７千円

同

第９号
令和２年度 土地改良
負担金償還平準化資
金の借入について

同

第10号
中心経営体農地集積
促進事業（通年施行）
の実施について

同

第11号
令和２年度 積立金の
会計繰入について

同

次ページに続く

積立金の種類 金額 付記

中心経営体農地集積
促進事業積立金繰入金 651,000 事業費充当の為

道営負担金償還準備
積立金繰入金 7,000,000

水利施設整備事業
(恵岱別、道営美葉牛、和)

事業費充当の為

積立金の種類 金額 付記

中心経営体農地集積
促進事業積立金繰入金 701,000 事業費充当の為

道営負担金償還準備
積立金繰入金 27,100,000

道営農地整備事業
北竜北、北竜北西、渭の津

道営農地防災減災

所在 現況地目 面積 単位（㎡あたり） 譲渡先 摘要

雨竜郡北竜町字
三谷63番地9の内 用悪水路 266㎡ 58円 農事組合法人

豊竜農場 有償

雨竜郡北竜町字
竜西99番地1の内 用悪水路 111㎡ 58円 農事組合法人

豊竜農場 有償

積立金の種類 金額 付記

役員退任功労
積立金繰入金 1,125,000 役員退任に伴う功労金

職員退職給与
積立金繰入金 2,288,000 職員退職に伴う退職金

議決済

土地改良負担金償還平準化資金を借入するもの。

１．土地改良施設財産を普通財産に用途廃止し処分する。

追加

地区名 借入額 利率

雨竜川中央北竜 70,070,000 無利子

事業名(地区名) 道営土地改良事業(北竜南2、北竜南1)

補助率 事業費の55％
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北
竜
土
地
改
良
区
用
排
水
組
合
の
任
期
満
了
に

伴
う
組
合
長
、
支
線
長
の
変
更
に
つ
い
て

                       (

令
和
２
年
度
～
令
和
３
年
度)

議案 件名 内容 結果

第12号

令和２年度 賦課金の
徴収率及び徴収額並
びに時期方法につい
て

賦課基準日　５月１日
◇経常賦課金　　　　　　　　　　
　・維持管理　10ａ当り　甲地区　8,100円
                        Ａ地区　　850円

　・維持管理（北竜北地区、北竜北西地区、北竜南２地区、北竜南１地区）
　　（中心経営体農地集積促進事業）      10ａ当り  甲地区　27,450円
　　北竜北地区、北竜北西地区、北竜南２地区　61,000円（45％）　※２期分で徴収　
　
　　徴収率　　第一期 ３０％　　第二期　７０％

　　徴収時期　第一期 納入通知 　６月１５日　  第一期 納入通知 　　７月３１日
　　　　　　　第二期 納入通知 　６月１５日　  第二期 納入通知   １１月１５日

　　徴収方法　組勘、普通預金、現金にて徴収する。

◇特別賦課金　地区ごとに事業費割、地積割で賦課する。
　　徴収時期　納入通知　６月１５日　　納入期限　１１月１５日
　　徴収方法　組勘、普通預金、現金にて徴収する。　

原案
可決

第13号
令和２年度 加入金の
徴収について

10a当り　　20,000円
徴収期日　納入通知書に記載された期日とする。 同

第14号
令和２年度 決済金の
徴収について

10a当り　　甲地区　　99,090円
　　　　　 Ａ地区　　　 850円
徴収期日　納入通知書に記載された期日とする。

同

第15号
令和２年度 役員報酬
の決定について

令和２年度　役員報酬の決定をするもの。 同

第16号
令和２年度 一時借入
金 借入先最高限度額
の決定について

運営並びに事業経理資金として、一時借入金、借入先、最高限度額を決定するもの。
　　　きたそらち農業協同組合北竜支所　外２金融機関
　　　最高限度額　　　80,000千円

同

第17号
令和２年度会計 収入
支出予算について

令和２年度の会計予算額を578,353千円とするもの。 同

道営土地改良事業について

地区名 工期 令和２年度事業費 事業費総額

北竜南2 平成27～令和5年度 555,690千円 3,340,000千円

北竜南1 平成30～令和8年度 557,000千円 3,766,000千円

板
谷

組
合
長　

松
田 

力   　

氏

支
線
長　

大
島 

浩
一 　

氏

支
線
長　

加
藤 

重
光 　

氏

支
線
長　

黄
倉 

正
泰 　

氏

支
線
長　

高
田 

学   　

氏

和組
合
長　

五
十
嵐 

雅
弘 

氏

支
線
長　

小
林 

俊
哉 　

氏

支
線
長　

小
野 

嵩   　

氏

三
谷

組
合
長　

髙
田 

昌
幸 　

氏

支
線
長　

杉
本 

克
裕 　

氏

支
線
長　

高
田 

秋
光 　

氏

支
線
長　

新
井 

義
明 　

氏

恵
竜

組
合
長　

杉
本 

徳
夫 　

氏

支
線
長　

安
達 

明
広 　

氏

支
線
長　

深
瀬 

友
博 　

氏

支
線
長　

堂
前 

諭
弥 　

氏

渭
の
津

組
合
長　

志
部
谷 

悟 　

氏

支
線
長　

志
部
谷 

雄
一 

氏

支
線
長　

藤
江 

準
也 　

氏

支
線
長　

小
川 

達
也 　

氏

美
葉
牛

組
合
長　

道
下 

浩   　

氏

支
線
長　

三
上 

公
昌 　

氏

支
線
長　

森
島 

朝
夫 　

氏

支
線
長　

永
井 

稔   　

氏

岩
村

組
合
長　

竹
林 

義
晃 　

氏

支
線
長　

岩
本 

稔   　

氏

支
線
長　

朝
倉 

億
法 　

氏

支
線
長　

橋
本 

哲   　

氏

碧
水

組
合
長　

西
山 

孝
則 　

氏

支
線
長　

山
本 

光
也 　

氏

支
線
長　

山
本 

敏
崇 　

氏

支
線
長　

江
田 

正   　

氏

古
作

組
合
長　

川
島 

史
伸 　

氏

支
線
長　

干
場 

守   　

氏

西
川

組
合
長　

岸
本 

博
貴 　

氏

支
線
長　

藤
井 

啓
二 　

氏
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科目 予算額 比率 農林漁業資金 一般賦課金 10a当 特別賦課金 その他

運
営
費

一般管理費 74,476,000 12.9% 74,276,000 2,909 200,000 雇用保険他

営造物管理費 45,060,000 7.8% 44,510,000 1,743 
500,000
50,000  

排水町負担分
排水農協負担金

選挙費 1,000 1,000 

諸税及負担金 18,202,000 3.1% 5,583,000 219 12,619,000 町負担分

繰出金 46,981,000 8.1% 17,977,000 704 

500,000 
701,000 

27,100,000 
607,000 

利子収入
中心経営体繰入
道営事業準備繰入
職員貸付金収入

諸支出金 1,481,000 0.2% 1,481,000 58 

事業推進費 50,000 0.1% 50,000 2 

小計 186,251,000 32.2% 143,878,000 5,635 42,277,000 

事
業
費

適正化事業費 2,000 0.1% 2,000 

調査設計費 1,000 1,000 

基幹水利施設管
理事業費

6,279,000 1.1% 6,279,000 受託金

災害復旧事業費 1,000 1,000 

補償工事費 1,000 1,000 

小規模土地改良
事業費

1,000 1,000 

土地利用調整推
進事業費

1,000 0.1% 1,000 

中心経営体農地
集積促進事業

29,787,000 5.2% 13,404,000 525 16,383,000 補助金他

非補助事業費 1,000 1,000 

調査設計等受託
費

1,500,000 0.2% 1,500,000 受託金

国営造成管理受
託事業費

714,000 0.1% △7,578,000 △ 297 8,292,000 補助金他

国営造成施設管
理工事費

1,000 1,000 

農業水利施設保
全事業

1,000 1,000 

管理省力化施設
整備事業

1,000 1,000 

道営事業分担金 139,087,000 24.0% 139,087,000 

償還金 107,890,000 18.7% 66,019,000 2,586 13,140,000 28,731,000 平準化・担い手支援

償還平準化資金
元金

41,650,000 7.2% 41,650,000 平準化借入金

繰上償還金 32,020,000 5.5% 29,250,000 1,146 
2,000,000 
770,000  

任意繰上償還金
経営安定緊急支援

水田畑作支援資
金償還金

20,067,000 3.4% 14,307,000 560 5,760,000 

予備費 13,097,000 2.3% 13,097,000 513 

小計 392,102,000 67.8% 139,087,000 128,510,000 5,033 18,900,000 105,605,000 

合計 578,353,000 100.0% 139,087,000 272,388,000 10,668 18,900,000 147,882,000 

令和２年度　財源調書

科目 予算額 10a当 附記

経常賦課金 221,152,000 8,662 促進費分含

使用料 841,000

51,236,000
助成金 327,000

前年度繰越金 50,000,000

諸収入外 68,000

合計 272,388,000 10,668

2,006 
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こ
の
度
、
前
理
事
長
退
任
に
伴

い
令
和
２
年
２
月
19
日
付
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、
理
事
長
に
川
上
健

康
氏
、
理
事
長
代
理
に
川
島
直
美

氏
が
互
選
さ
れ
新
し
い
執
行
体
制

と
な
り
ま
し
た
。
又
、
こ
の
こ
と

に
よ
り
理
事
欠
員
（
１
名
）
に
伴

う
補
欠
選
挙
が
３
月
に
行
わ
れ
、

新
た
に
白
岡
直
樹
さ
ん
が
理
事
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長　
　
　

川
上
健
康(

昇
任)

理
事
長
代
理　

川
島
直
美(

昇
任)

理
事　
　
　
　

谷
本　

徹

理
事　
　
　
　

髙
橋
康
詞

理
事　
　
　
　

藤
井
明
紀

理
事　
　
　
　

後
藤　

敦

理
事　
　
　
　

白
岡
直
樹(

新
任)

総
括
監
事　
　

深
瀬
純
一

監
事　
　
　
　

岩
倉
祥
隆

　

当
区
理
事
（
１
名
）
欠
員
に
伴

い
、
役
員
補
欠
選
挙
が
執
行
さ
れ

選
挙
す
べ
き
役
員
の
定
数
を
超
え

な
か
っ
た
の
で
投
票
は
行
わ
ず
選

役
員
改
選
に
伴
う

執
行
役
員
体
制

役
員
補
欠
選
挙
に

つ
い
て

《お知らせとお願い》						    

〇台風、大雨、ゲリラ豪雨の天気予報時は事前に減水又は断水を行うことがあります。

〇天候が回復しても河川の増水及び濁水が原因で、取水が遅れる場合があります。

〇揚水機地区は濁水時、ポンプの故障の原因となるため、ある程度時間を置いて運転願います。

〇幹線草刈等の時に減水します。

〇沼田ダム、恵岱別ダムの雨量が少なく貯水量低下が著しい場合は、交替水となりますのでご協力お願いします。

〇交替水の場合、改良区職員、用排水組合長、支線長で会議を行います。

〇落水日は8月31日です。落水日より早く落水したい地区は支線長を通してご連絡ください。

通水量/ｓ

組合 支線

5/1～ 5/10 5/11～5/25 5/26～6/30 7/1～ 7/10 7/11～8/31

徐々に水量 
を増やす 代掻期 普通期 深水期 普通期

美葉牛
沼の沢、上田川、三線川

0.23 0.45 0.28 0.41 0.28 
尻無川、五の沢川、四の沢川

岩村
三の沢川、岩村線第1、岩村線第2、四戸 0.14 0.37 0.24 0.31 0.22 

一の沢川 0.09 0.16 0.10 0.14 0.10 

碧水
八戸、高台 0.19 0.34 0.23 0.32 0.23 

美葉牛、北竜幹線直下、碧水 0.33 0.53 0.36 0.49 0.36 

古作
古作北 0.15 0.23 0.14 0.21 0.14 

古作南 0.10 0.15 0.09 0.14 0.09 

西川
西川線 0.06 0.10 0.06 0.09 0.06 

小豆沢線 0.16 0.16 0.10 0.15 0.10 

板谷
中の岱線、中の岱幹線 0.03 0.60 0.40 0.55 0.40 

第 3支線北、第3支線南 0.48 0.76 0.51 0.69 0.51 

和
和、和川端 0.38 0.61 0.39 0.56 0.39 

培本社 0.13 0.21 0.13 0.19 0.13 

三谷

19区 0.13 0.21 0.13 0.19 0.13 

瑞穂 0.19 0.30 0.18 0.27 0.18 

ペンケ 0.01 0.01 0.01 0.007 0.007 

三谷上流、三谷下流 0.23 0.37 0.23 0.33 0.23 

恵竜

恵岱別本線、石油沢、4号線

0.58 1.15 0.73 1.04 0.73 5号線、6号線、恵岱別線上流

恵岱別線下流

渭の津
1支線、2支線、3支線

0.49 0.96 0.60 0.87 0.60 
幹線中支線

令和２年度配水計画
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■
前
役
員　

近
江
博
信

　

区
の
執
行
・
議
決
機
関
と
し
て

理
事
１
期
４
年
、
理
事
長
代
理
２

期
８
年
、
理
事
長
約
１
期
半
６
年

通
算
18
年
間
の
永
き
に
亘
り
区
の

運
営
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
を

讃
え
、
土
地
改
良
区
表
彰
規
程
に

基
づ
き
３
月
24
日
通
常
総
会
の
席

上
で
、
川
上
理
事
長
よ
り
表
彰
並

び
に
記
念
品
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
竜
土
地
改
良
区
は
本
年
度
採

用
の
技
術
職
員
１
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

土
木
か
農
業
土
木
を
履
修
し
、

土
木
技
術
者
あ
る
い
は
類
似
の
職

業
を
実
務
経
験
し
た
い
ず
れ
も
27

歳
～
33
歳
の
者
。
か
つ
、
北
竜
町

内
在
住
又
は
将
来
的
に
北
竜
町
内

在
住
可
能
な
方
で
、
健
康
で
体
力

に
自
信
が
あ
り
、
積
極
的
に
業
務

に
取
り
組
め
る
方
。

　

応
募
者
は
履
歴
書
、
職
務
経
歴

書(

関
係
書
類
写)

を
北
竜
土
地
改

良
区
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

５
月
１
日(

金)

～

　
　
　
　
　

５
月
27
日(

水)

必
着

問
い
合
わ
せ
先

北
竜
土
地
改
良
区
総
務
課
担
当
迄

℡
３
４
・
２
３
１
１

■
退
職(

令
和
２
年
３
月
31
日
付)

・
管
理
課(

技
師)　

内
崎　

歩

・
総
務
課(

臨
時)　

佐
藤
裕
美

挙
会
に
よ
り
次
の
方
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

■
理
事　

白
岡
直
樹
（
53
）

　

（
令
和
２
年
３
月
31
日
付
）

役
員
功
労
表
彰
に

つ
い
て

北
竜
土
地
改
良
区

職
員
募
集

職
員
人
事

北竜土地改良区機構図
令和２年４月１日現在  
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届け出をお願いします！

子供たちを水難事故から守ろう！

水路等にごみを捨てないで！

組合員の資格に変更があった場合 農地を転用する場合

・組合員の死亡により、農地を相続した場合

・住所や組合員名を変更する場合

・農地の売買、贈与、交換等で名義変更があった場合

・農業者年金を受けるため経営移譲した場合

・農地を宅地等の農地以外に転用する場合

・農地が道路等の公共工事で買収された場合

　農業委員会、農協、役場で手続きを行っても、

　土地改良区に届け出がなければ台帳等の修正は行われませんのでご注意ください。

　各種届出様式は土地改良区で準備しておりますので印鑑等をご持参の上、手続きをお願いします。

農地を転用する場合、決済金がかかります

●農地転用申請と決済金の納付がない限り、土地改良区の土地台帳から賦課面積を削除できませんので、

毎年そのまま賦課金がかかります。

●水田を宅地等に変更する場合、本土地改良区の意見書が必要ですが、交付されるまで現地調査等の事務

手続きに一週間前後の日数を頂きますので余裕を持って申請してください。

●公共道路の転用申請の場合、事業主体との説明会・用地買収・ 契約調印の際は、転用申請、転用決済

金等の問題も十分協議し、必ず土地改良区へ申請するようにお願いします。

　今年も通水時期に入り、用排水路に一斉に水が入り満

水状態になります。当区としても事故防止に万全を期し、

色々な啓蒙活動を展開しておりますが、町民の皆様の御

協力や注意が無ければ事故を防ぐことが出来ません。そ

こで保護者の皆様にお願いします。ダム、頭首工、用排

水路などの危険な場所には子供さん達を絶対に近づけな

い様、事故防止啓発方宜しくお願いします。

　用水路等にビニール、汚物等｢ゴミ｣を投げ込まれます

と、通水に支障をきたすだけでなく下流の方に大変迷惑

をかけると共にサイフォンの呑口でスクリーンに集中し

ますと、水路があふれ農作物被害、あるいは崩壊による

災害の恐れもございますので、絶対に投げ込まないよう

御協力宜しくお願いします。
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27 令和２年５月号

令和２年度 北竜町職員人事機構
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
、

全
世
界
自
粛
ム
ー
ド
継
続
中
で
す
。

４
月
14
日
現
在
、
北
竜
町
に
は
ま

だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

は
及
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

北
竜
町
を
含
む
北
海
道
の
地
理

は
感
染
症
蔓
延
防
止
に
は
有
利
で

す
。
集
落
が
他
と
分
離
さ
れ
て
お

り
、
集
落
自
体
も
密
集
し
て
い
ま

せ
ん
。

都
会
で
は
移
動
に
し
ろ
買
い
物
に

し
ろ
、
ど
う
し
て
も
他
の
人
と
接

近
し
が
ち
で
す
。
断
然
田
舎
が
有

利
で
す
。
じ
ゃ
あ
有
利
な
ら
ば
町

内
の
感
染
を
防
げ
る
か
？
と
言
え

ば
僕
の
答
え
は
『
い
い
え
』
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

力
の
強
さ
は
感
染
防
御
に
対
し
プ

ロ
の
医
療
従
事
者
で
も
感
染
し
た

り
重
症
化
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
と
し
て
は
非
常
に
優

秀
な
ヤ
ツ
で
す
。
感
染
力
が
強
い

の
は
勿
論
で
す
が
毒
性
が
強
す
ぎ

る
と
宿
主
（
人
）
が
直
ぐ
に
居
な

く
な
り
広
が
り
ま
せ
ん
の
で
「
生

か
さ
ず
殺
さ
ず
」
人
類
全
体
に
浸

透
し
て
い
く
つ
も
り
の
よ
う
で
す
。

　

現
在
有
効
な
対
抗
手
段
は
あ
り

ま
せ
ん
。
予
防
接
種（
ワ
ク
チ
ン
）

は
完
成
ま
で
一
年
以
上
時
間
が
か

か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

あ
る
薬
剤
で
は
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
薬
の
ア
ビ
ガ
ン
な
ど
試
験
的
に

使
用
さ
れ
デ
ー
タ
を
採
取
し
て
い

る
段
階
で
す
。

　

お
う
ち
に
い
て
、
人
と
会
わ
ず

石
鹸
で
手
を
洗
っ
て
感
染
防
止
す

る
し
か
な
い
の
が
現
況
で
す
。

　

昔
、
正
確
に
は
１
９
１
８
年
の

秋
か
ら
発
生
し
た
ス
ペ
イ
ン
風
邪

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
今
で
言
う
と

こ
ろ
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

す
。
当
時
は
予
防
接
種
も
な
け
れ

ば
タ
ミ
フ
ル
や
イ
ナ
ビ
ル
な
ど
の

治
療
薬
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
の
新
型
コ
ロ
ナ
と
似
た
状
況
で

し
ょ
う
。

わ
が
国
で
は
１
９
１
８
年
の
秋
冬

と
１
９
１
９
年
の
秋
冬
の
ふ
た
冬

を
中
心
に
流
行
し
ま
し
た
。

全
感
染
者
数
は
２
３
８
０
万
人
で

し
た
。

日
本
の
当
時
総
人
口
は
５
６
６
６

万
７
３
２
８
人
で
し
た
。

つ
ま
り
人
口
の
約
42
％
の
方
が
か

か
っ
た
訳
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
多

く
の
人
が
病
気
に
な
っ
て
ウ
イ
ル

ス
に
対
す
る
抗
体
を
持
っ
て
く
れ

る
と
感
染
力
は
弱
ま
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「
集
団
免
疫
」
で
す
。

ち
な
み
に
、
死
亡
者
数
は
39
万
人

弱
で
対
患
者
死
亡
率
は
１
．
６
３

％
で
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
は
二
年
目
の
方
が

感
染
者
数
が
少
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
対
患
者
死
亡
率
は
４
倍
強
に
跳

ね
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
お

そ
ら
く
ウ
イ
ル
ス
変
異
で
病
原
性

が
強
く
な
っ
た
為
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
流
行
中
の
新
型
コ

ロ
ナ
も
欧
米
の
株
と
ア
ジ
ア
の
株

が
異
な
る
事
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
死
亡
率
も
欧
米
の
方
が
高
い

よ
う
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
対
抗
策
が
な
け
れ
ば
、

医
療
崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
程
度
に

ジ
ワ
ジ
ワ
感
染
者
数
を
増
や
し
て

最
終
的
に
は
人
口
の
半
分
く
ら
い

ま
で
感
染
者
を
出
し
て
収
束
さ
せ

る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
い
時
間
が
必
要
か
な
と
思
い

ま
す
。
無
理
に
今
ま
で
の
生
活
を

す
ぐ
に
取
り
戻
そ
う
と
す
る
の
で

は
な
く
、
我
慢
の
時
間
で
な
く
、

楽
し
く
毎
日
を
過
ご
す
為
に
こ
の

状
況
に
合
わ
せ
た
新
し
い
生
活
様

式
を
創
り
出
す
工
夫
が
必
要
な
の

か
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２６１

なが び

長引きそうよ

北竜町立診療所

午後休診日のお知らせ
　５月１３日(水)は、午後３時より浦本先生が深川市において介護認定審査会

に出席のため、午後より休診となります。午前中は診察を行っています。
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　２月１７日、１９日、２１日の３日間、町内在住

ＡＬＴのトレンティーノ・ジョーシル・カンビアド

氏を講師にお招きし、英会話教室を開催しました。

　今回は英語を使ったレクリエーションをはじめ、

町内の道案内を英語で学ぶなどのプログラムを行い

ました。

　２月２０日、２５日の２日間、にちおん歌謡学院（岩

見沢市）より河岸利喜雄氏を講師にお招きし、全４

曲の課題曲についてご指導いただきました。

　参加者は、発声方法や歌い方のコツなどを学び、

充実した教室となりました。

公民館講座「英会話教室」を開催生きがいセミナー「カラオケ教室」の実施

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

5月1～6・11・18・25日／6月1日（毎週月曜日）

火～土曜日 9:00～18:00／日曜日 9:00～17:00

図書館から新刊のお知らせ

・掟上今日子の設計図　　　　　　　  　西尾 維新

・八本目の槍　　　　　　　　　　　  　今村 翔吾

・だるまちゃんとてんぐちゃん（大型絵本）　加古 里子

他多数の図書が入りましたのでお知らせします。

北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

5/10（日）アスリート塾
真小

グラウンド
 9:30～

5/14（木）ひまわり大学入学式 公民館 10:00～

5/15（金）真竜小学校遠足 北空知管内  8:45～

5/16（土）フットパス（春） 町内  8:30～

5/17（日）

北竜町ＮＰＯひまわり

パークゴルフ大会

ひまわり

PG場
 8:15～

北竜町開拓記念式

並びに功労者表彰式

開拓記念碑・

老人福祉

センター

10:00～

5/22（金）キッズエアロビクス 和保育所 10:00～

5/23（土）

子どもと高齢者の

ふれあい事業

【開講式・農園種まき】

ふれあい

農園
 9:30～

5/24（日）
第３回サンフラワーパーク

北竜温泉杯ペア大会

ひまわり

PG場
 8:15～

5/29（金）北竜中学校校内陸上記録会
北中

グラウンド
 8:55～

5/31（日）北竜町長杯パークゴルフ大会
ひまわり

PG場
 8:15～

生涯学習カレンダー　５月１６日に春のフットパスを開催します。サン

フラワーパーク北竜温泉から金比羅公園まで歩き、

北竜町の桜を堪能しに行きましょう！

　普段歩くことが減ってきた方や少し体を動かした

い方は、是非参加をお待ちしております！

北竜町の桜を見に行きませんか?
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４月１日現在（前月比）

世帯数　８２０世帯(＋３)

 人口 １, ７８４人(－６)

　男　　　８５８人(－２)

　女　　　９２６人(－４)
（外国人含）

まちの動き

皆様お気軽に町長室にお越し下さい。

５月の町長室開放デーは、２８日（木）です。

午前１０：００から１２：００まで　　午後２：００から４：００まで

佐野町長とのふれあいプロジェクト
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　お子さんやお孫さんが誕生した時、旅行のために、一眼レフやデジタルカメラを購入しませんでした

か？ 毎日何気なく見ている北竜町の綺麗な風景や、可愛い子ども達の笑顔をカメラで撮影して応募し

てみませんか？　町では来年のカレンダーに掲載する写真を募集しています。みなさんからの応募をお

待ちしています！

　■応募期間　令和２年１１月３０日(月)まで

　■応募方法　データでの応募をお願いします。ＣＤ・ＤＶＤ・電子メール等

　　　　　　　３ＭＢ以上１０ＭＢ以下の画像ファイル（ｊｐｇ)でお願いします。

　　　　　　　複数作品を電子メールで送付される場合は、写真１枚毎にメール１通にてお願いします。

　■記載事項　応募する際に、氏名(フリガナ）、年齢、撮影日時、撮影場所、住所、電話番号、

　　　　　　　メールアドレス、作品名、コメント(撮影した時の状況や気持ちなど）を記載願います。

　■応募規定　一人何点でも応募できます。組み写真は不可。未発表作品。被写体が人物の場合は

　　　　　　　被写体の了承を得ていること。

　■応 募 先　【郵　送】　〒０７８－２５１２ 北竜町字和１１－１ 北竜町役場企画振興課広報統計係

　　　　　　　【メール】　info@town.hokuryu.hokkaido.jp

といろの北竜と笑顔の写真大募集!!


